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新年を迎え本格的な寒さが感じられる時候となって参りました。 

旧年中は格別のご高配を賜りありがとうございました。 

厚く御礼申し上げます。本年も何卒宜しくお願い申し上げます。 

 

１月は新たな物事が始まる月であり、１年間の計画をしっかりと 

立て、その目標に向かってスタートダッシュを切る大切な月です。 

心新たに歩んでまいりましょう。 

 

さて、昨年は第６２回神宮式年遷宮遷御の儀が伊勢の神宮では 

内宮（１０月２日）外宮（１０月５日）において執り行われました。 

２０年に一度の式年遷宮は８年の準備をかけお宮を作り上げ、古い御殿より新しい御殿に神様に

お遷りいただく、これが一番の核心でこの淨闇の中の祭典が遷御です。 

今回の遷御は無事に幕を閉じましたが、これは祭りの終わりでなく第６３回神宮式年遷宮への新

たな始まりです。 

 

―常若の精神を継承し新たなスタートを！― 

（いつも若々しいこと、いつまでも若いさま）国語辞典 常若（とこわか） 

 

神宮は、常に古くて新しい常若式遷宮という伝統を守り続ける人たちのたゆまぬ努力の成果とし

て、飛鳥時代（７世紀末）より式年遷宮制度が今も毎日のお祭りとして１３００年存在し続けて

います。 

２０年ごとの式年遷宮では神殿を単に修理するのではなく、すっかり新たに作り替えられ殿内に

納める神宝や御装束も全く新しくします。 

全て作り替えることにより、人から人への技術伝承が出来、さらにその営みを通して大神様への

信仰を親から子、子から孫へと伝えていくことにより深い意味があります。 

 

『旧にして新』 

 

２０年ごとに神殿が悠久の姿でよみがえる・・・ 

まさに、事業承継の知恵として考えてみたいものです。 

 

                           髙田総合会計事務所 

                           所長 髙田 收 



    会計・税務の「？」にお答えします。 

 

 

 

今回のテーマ：扶養控除・配偶者控除 

                                タカダくん  あきんどくん   

タカダ ： あきんどくん、今年もよろしく。１２月は忙しかったんじゃない？ 

あきんど： そうなんだよ。うちの店で働くパートさんがこぞって年間収入の調整の為って言って休んじゃった 

      もんだから、人手が足りなくて大変だったんだよ。 

タカダ ： 主婦の皆さんは旦那さんの扶養からはずれないようにしたいって思うからね。 

あきんど： みんな１０３万円までしか働けないって言ってたけど、どういうことなの？ 

タカダ ： 税務上では所得税・住民税の計算上、14 種類の所得控除があるんだけど、その中に配偶者控除や 

      扶養控除があるんだよ。で、この控除の対象となる扶養親族となるには、その扶養親族の合計所得 

      金額が 38 万円以下であることっていう要件があるんだ。 

あきんど： 合計所得金額って？ 

タカダ ： 「収入 － 必要経費 ＝ 所得」 っていう算式で計算するんだけど、サラリーマンやパートさん 

      のように給与収入のみの方は「収入」が給与の額面総額で「必要経費」は給与所得控除っていう収入

金額に応じて法定で決まっている概算経費のことなんだ。この給与所得控除の最低額が 65 万円とな

っているので、所得を３８万円以下にするためには収入を 103 万円以下に抑えないといけないってこ

とになるね。 

あきんど： じゃあ１０３万円を少しでも超えるとだめなんだね。 

タカダ ： 扶養控除についてはそうなんだけど、配偶者の場合は配偶者控除とは別に、配偶者特別控除っていう

控除があるから収入が 103 万円を超えても 141 万円未満なら段階的に控除額は少なくなるけど、控

除を受けられるようになっているんだよ。 

あきんど： そうなのかぁ。うちのパートさんにも教えてあげよっ。他に注意することはない？ 

タカダ ： さっき、所得 38 万円以下が扶養親族の要件っていったけど、他にも要件があって、納税者と生計 

      を一にしていることっていうのがあるので、たとえ戸籍上の配偶者や子であっても別生計だと扶養 

      しているとはみなされないね。 

あきんど： 「生計を一にする」って、どういう状況のことなの？ 

タカダ ： 消費生活上、いわゆる家計を一つにしているかどうかってことなので、例えばひとつ屋根の下に暮ら

していても、二世帯で明らかに互いに独立して生活しているような場合は各世帯の生計は別ってこと

になるし、逆に別々に暮らしていても、親元を離れて下宿していて親からの仕送りで子供が生活して

いるようなケースは同一生計と捉えて問題ないよ。 

あきんど： そうなんだね。ところで扶養親族って、奥さんや子供だけなの？ 

タカダ ： いや、そうじゃないんだよ。これも範囲が決まっていて「６親等内の血族、もしくは３親等内の姻族」 

      と定められているから、同一生計であれば結構広い範囲の親戚も認められているんだよ。だから、例

えば両親と子供の３人家族があれば、一般的にはお母さんはお父さんの扶養扱いにされることが多い

けど、子供の方がたくさん稼いでいる場合なんかはお母さんは子供の扶養親族という扱いにした方が

一家としての税額は少なくなったりするから、誰の扶養に入るかはその都度判断したほうが得策だよ。 

あきんど： でも、しょっちゅう扶養家族を変えると社会保険の手続きが面倒だよ。 

タカダ ： ご安心を。今のところ税務上で扶養親族にしているからといって、社会保険でも被扶養者にしなけれ

ばいけないってことはないので、税務上は子供の扶養に入って、社会保険は旦那さんの被扶養者にな

るってこともできるから、それぞれで有利になる選択をすればいいんだよ。 



 

 

 

 

１.収益を確保するための策を考えましょう！ 

消費税率の引上げ分を価格に転嫁する必要があります。価格転嫁が出来ないと、売上や利益の減少に直

結します。 

 

 

 

 

 

 また、消費税率の引上げと同時に商品・サービスの価格自体の見直しをされることもあると思いますが、 

価格の見直しにおいては、「利益の大きい商品は何か？」「値上げしても需要はあるか？」「競合他社の

動向は？」といった観点からメリハリをつけて行いましょう。 

 

２.納税資金と資金繰りに注意しましょう！ 

消費税率が引上げられると、利益は変わらない場合でも 

納税額の増加や仕入、諸経費に係る資金の増加を招きます。 

消費税率引上げに備え、万全の資金繰り対策が必要です。 

金融機関の「納税準備預金」や「任意の中間申告制度」を 

活用して、計画的に納税資金を確保しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.税率引上げ後は新旧税率が混在します。経理処理に注意しましょう！ 

適用税率の原則的な考え方：消費税率引上げ日（施行日）以後に商品の引渡しや役務（サービス）の提

供等が行われた場合には、新税率が適用されます。 

 

経過措置に注意！ 

特定の取引については、施行日以後も旧税率が適用される経過措置が定められています。 

例）工事請負等の場合、経過措置の「指定日」より前に契約を締結していれば、施行日以後に引渡しを

行っても旧税率が適用されます。経過措置は取引ごとに要件が異なりますので、ご不明な点は担当者に

お尋ねください。 

知っ得！経営情報コーナー 



 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


